
告

示

第
二
号
イ
の
表
株
式
会
社
メ
タ
ル
ア
ー
ト
の
項
中
「
鋳
造
」
を
「
鍛
造
」
に
改
め
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

藤
浦
工
業
株
式
会
社

静
岡
県
牧
之
原
市
勝
俣
千
三
百
三
十
四
番
地

の
一

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

成
形

日
幸
ラ
イ
ト
工
業
株
式
会
社

愛
知
県
名
古
屋
市
熱
田
区
古
新
町
一
丁
目
五

十
番
地

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

成
形

第
二
号
ロ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

梅
沢
鋳
工
株
式
会
社

静
岡
県
富
士
市
中
里
字
大
坪
新
田
添
二
千
六

百
八
番
地
四
十
八

鋳
造

第
二
号
ロ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

株
式
会
社
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｔ

東
京
都
台
東
区
上
野
七
丁
目
七
番
十
一
号

と
び

第
二
号
ロ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

有
限
会
社
田
中
食
品

千
葉
県
山
武
郡
大
網
白
里
町
南
横
川
二
千
四

十
七
番
地

耕
種
農
業

別
表
第
四
学
校
法
人
文
際
学
園
大
阪
外
語
専
門
学
校
日
本
語
科
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

栄
光
国
際
学
院

大
阪
府

平成™›年œ月™Ÿ日 月曜日 第œŸ—Ÿ号官 報
項
第
一
号
中
「
第
五
条
の
四
第
五
項
第
一
号
」
を
「
第
五

条
の
四
第
六
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第

五
条
の
四
第
五
項
第
二
号
」
を
「
第
五
条
の
四
第
六
項
第

二
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
二
第
一
項
中「
第
二
十
七
条
の
五
第
四
項
」

を
「
第
二
十
七
条
の
五
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

中
「
第
二
十
七
条
の
五
第
六
項
」
を
「
第
二
十
七
条
の
五

第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
二
十
七
条
の
五

第
五
項
第
一
号
」
を「
第
二
十
七
条
の
五
第
六
項
第
一
号
」

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
七
条
の
五
第
五
項
第

二
号
」
を
「
第
二
十
七
条
の
五
第
六
項
第
二
号
」
に
改
め

る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三

年
法
律
第
百
八
号
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定

の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
九
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

〇
外
務
省
告
示
第
百
八
十
七
号

平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
一
日
に
東
京
で
、
沿
岸
部
防
災
機
能
強
化
の
た
め
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
計
画
の
た
め
の

贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

沿
岸
部
防
災
機
能
強
化
の
た
め
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要

な
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
の
限
度
額

五
億
八
千
三
百
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

４

署
名
者

日

本

側

齊
藤
隆
志
在
ミ
ャ
ン
マ
ー
大
使

ミ
ャ
ン
マ
ー
側

キ
ン
・
マ
ウ
ン
・
テ
ィ
ン
駐
日
ミ
ャ
ン
マ
ー
大
使

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
八
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

〇
外
務
省
告
示
第
百
八
十
八
号

平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
一
日
に
東
京
で
、
人
材
育
成
奨
学
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交

換
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

人
材
育
成
奨
学
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
役
務
の
購
入

２

贈
与
の
限
度
額

二
億
五
千
百
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
三
十
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

４

署
名
者

日

本

側

齊
藤
隆
志
在
ミ
ャ
ン
マ
ー
大
使

ミ
ャ
ン
マ
ー
側

キ
ン
・
マ
ウ
ン
・
テ
ィ
ン
駐
日
ミ
ャ
ン
マ
ー
大
使

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
八
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
十
六
号

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
十
三
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
名
称
の
変

更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

変
更
前
の
名
称

社
団
法
人
日
本
不
動
産
鑑
定
協
会

変
更
後
の
名
称

公
益
社
団
法
人
日
本
不
動
産
鑑
定
士
協
会
連
合
会

変
更
年
月
日

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
十
七
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日
法
務
省
告
示
第
三
百
三
十
四
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
十
八
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
二
日
法
務
省
告
示
第
三
百
五
十
九
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
十
九
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
九
日
法
務
省
告
示
第
三
百
八
十
五
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

第
二
号
の
表
関
東
甲
陵
株
式
会
社
の
項
を
削
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
二
十
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
一
月
六
日
法
務
省
告
示
第
五
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
二
十
一
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
留
学
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
年
法
務

省
告
示
第
百
四
十
五
号
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
留
学
の
在

留
資
格
に
係
る
基
準
の
規
定
に
基
づ
き
日
本
語
教
育
機
関
等
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

別
表
第
一
国
際
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
東
京
教
育
専
門
学
院
の
項
中「
国
際
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
東
京
教
育
専
門
学
院
」

を
「
早
稲
田
Ｅ
Ｄ
Ｕ
日
本
語
学
校
横
浜
校
」
に
改
め
、
同
表
栄
光
国
際
学
院
の
項
を
削
り
、
同
表
明
日
香
美
容
文
化
専

門
学
校
・
日
本
語
科
の
項
中
「
明
日
香
美
容
文
化
専
門
学
校
・
日
本
語
科
」
を
「
明
日
香
日
本
語
学
校
」
に
改
め
る
。
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